
○災害復旧事業　測量・設計業務委託積算基準

新 旧 対 照 表

改定前 改定後

令和３年度 

災害復旧事業 

測量・設計業務委託積算基準 

令和３年１０月１日以降適用 

令和４年度 

災害復旧事業 

測量・設計業務委託積算基準 

令和４年４月１日以降適用 

【適用範囲】

第 １． この積算基準は、災害復旧事業における測量・設計業務委託に適用する。なお、

一定の計画に基づいて復旧する「一定災」、「災害関連事業」、「災害復旧助成事業」

には適用しない。

     また、令和３年 10 月 1 日以降起案する業務委託に適用する。

【適用範囲】

第 １． この積算基準は、災害復旧事業における測量・設計業務委託に適用する。なお、

一定の計画に基づいて復旧する「一定災」、「災害関連事業」、「災害復旧助成事業」

には適用しない。

     また、令和４年４月 1 日以降起案する業務委託に適用する。



○災害復旧事業　測量・設計業務委託積算基準

新 旧 対 照 表

改定前 改定後

＜設計業務＞ 

 【総合単価による査定申請図等作成】

第１２． 総合単価を用いて査定設計書を作成する場合の査定申請図等の作成単価は１箇

所当り別紙単価第９号表のとおりとする。

なお、本単価は総合単価と積み上げ積算を併用する箇所にも適用する。

また、本単価には、仮設計画、形式比較検討、設計計算、安定計算等は含まな

いので、別途計上すること。ただし、標準断面図程度による仮設道路・仮締切等

の計画は含むものとする。

【実施設計用図面・数量作成】

第１３． 総合単価を用いて作成した査定設計書の図面（朱入り）を実施設計用に修正し、

あわせて数量計算書の修正を行う場合の単価は、別紙単価第１０－１号表から第

１０－３号表のとおりとする。

なお、申請替え等により当初申請時の設計と実施設計が大きく異なる場合は設

計費用を別途計上する。

【積み上げ積算による査定申請図等作成（道路災害）】

第１４． 道路災害で積み上げ積算により査定設計書を作成する場合の査定申請図等の作

成単価は設計延長当り別紙単価第１１－１号表のとおりとする。

工事用道路、仮排水路等の仮設工の設計が必要な場合は、別紙単価第１１－２

号表を追加計上する。

なお、本単価には擁壁比較検討、構造物の安定計算は含まないので別途計上す

ること。また、設計延長は被災延長の合計とする。

＜設計業務＞ 

 【総合単価による査定申請図等作成】

第１２． 総合単価を用いて査定設計書を作成する場合の査定申請図等の作成単価は１箇

所当り別紙単価第９号表のとおりとする。

なお、本単価は総合単価と積み上げ積算を併用する箇所にも適用する。

また、本単価には、仮設計画、形式比較検討、設計計算、安定計算等は含まな

いので、別途計上すること。ただし、標準断面図程度による仮設道路・仮締切等

の計画は含むものとする。

【実施設計用図面・数量作成】

第１３． 総合単価を用いて作成した査定設計書の図面（朱入り）を実施設計用に修正し、

あわせて数量計算書の修正を行う場合の単価は、別紙単価第１０－１号表から第

１０－３号表のとおりとする。

なお、申請替え等により当初申請時の設計と実施設計が大きく異なる場合は設

計費用を別途計上する。

【積み上げ積算による査定申請図等作成（道路災害）】

第１４． 道路災害で積み上げ積算により査定設計書を作成する場合の査定申請図等の作

成単価は、設計箇所当り別紙単価第１１－１号表及び設計延長当り別紙単価第１

１－２号表のとおりとする。

工事用道路、仮排水路等の仮設工の設計が必要な場合は、別紙単価第１１－３

号表を追加計上する。

なお、本単価には擁壁比較検討、構造物の安定計算は含まないので別途計上す

ること。また、設計延長は被災延長の合計とする。



○災害復旧事業　測量・設計業務委託積算基準

新 旧 対 照 表

改定前 改定後

＜災害復旧事業測量・設計業務委託の積算数量の算出について＞ ＜災害復旧事業測量・設計業務委託の積算数量の算出について＞

災害復旧事業測量・設計業務委託の積算数量の算出について

・災害復旧事業測量・設計業務委託の積算数量の算出にあたっては、下記を参考に適切に算出してください。
・災害査定の「申請箇所」と本積算に用いる「積算箇所」を混同しないよう注意しててください。

※　対岸と延長が重複する場合は同一箇所とする

打合せ協議 現地踏査 除草
平面測量

（見取り平面）
仮BM測量、縦断測

量、横断測量

写真撮影整理
（全景、起終点状
況被災状況等）

写真撮影整理
（横断写真）（道
路災、河川災）

（業務） （箇所） （m2、式） （箇所） （km、本） （箇所） （断面）
■災　第１号 Ａ箇所 1 1 1

Ｂ箇所 1 1 1
Ｃ箇所 1 1 1

■災　第２号 － 1 1 1
■災　第３号 － 1 1 1
合　　　計 1 5 5 5

総合単価による査
定申請図等作成

実施設計用図面・
数量作成（河川

災）

積み上げ積算によ
る査定申請図等作

成（河川災）
Ａ、Ｂ表作成 設計協議

（箇所） （業務） （業務） （箇所） （業務）
■災　第１号 Ａ箇所 1 1

Ｂ箇所 1 1
Ｃ箇所 1 1

■災　第２号 － 1 1
■災　第３号 － 1 1
合　　　計 5 1 1 5 1

※　道路の左右で延長が重複する場合は同一箇所とする

打合せ協議 現地踏査 除草
平面測量

（見取り平面）
仮BM測量、縦断測

量、横断測量

写真撮影整理
（全景、起終点状
況被災状況等）

写真撮影整理
（横断写真）

（業務） （箇所） （m2、式） （箇所） （km、本） （箇所） （断面）
■災　第１号 Ａ箇所 1 1 1

Ｂ箇所 1 1 1
Ｃ箇所 1 1 1

■災　第２号 － 1 1 1
■災　第３号 － 1 1 1
合　　　計 1 5 5 5

総合単価による査
定申請図等作成

実施設計用図面・
数量作成（道路

災）

積み上げ積算によ
る査定申請図等作
成（道路災害）

擁壁比較設計、擁
壁詳細設計

設計協議

（箇所） （箇所） （km） （箇所） （業務）
■災　第１号 Ａ箇所 1 1 0.13

Ｂ箇所 1 1 0.04
Ｃ箇所 1 1 0.09

■災　第２号 － 1 1 0.08
■災　第３号 － 1 1 0.06
合　　　計 5 5 0.40 1

箇所名

測量業務

必要数量を計上必要数量を計上
必要数量を計上、
立木等の伐採は別

途計上

片岸L=210m
両岸L= 50m

（1業務当りの片

岸、両岸延長によ

り、歩掛を決定）

箇所名

箇所名

片岸L=210m
両岸L= 50m

（1業務当りの片

岸、両岸延長によ

り、歩掛を決定）

1

必要数量を計上 1

【河川災害】

【道路災害】

設計業務

設計業務

1
必要数量を計上、
立木等の伐採は別

途計上
必要数量を計上 必要数量を計上

箇所名

1

測量業務

■災 第１号 L=250m

■災 第２号 L=80m ■災 第３号 L=60m

Ａ箇所 L=130m

Ｃ箇所 L=90m

直線距離100m以上 直線距離100m以上

Ｂ箇所

L=40m

設計延長 ■災　第１号 ■災　第２号 ■災　第３号 計
片岸 80m 40m 90m 210m
両岸 50m － － 50m

■災 第１号 L=250m

■災 第２号 L=80m ■災 第３号 L=60m

Ａ箇所 L=130m

Ｃ箇所 L=90m

直線距離100m以上 直線距離100m以上

Ｂ箇所

L=40m

片岸延長 両岸延長
A1 30m －
A2 20m 40m
A3 30m 10m
計 80m 50m

Ａ箇所　内訳

■災　第１号 Ａ箇所 0.13m
Ｂ箇所 0.04m
Ｃ箇所 0.09m

■災　第２号 0.08m
■災　第３号 0.06m

計 0.40m

設計延長

災害復旧事業測量・設計業務委託の積算数量の算出について

※　片岸と両岸で延長が重複する場合、直線距離100m以内の間隔で連続する場合は、同一申請箇所とする

打合せ協議 現地踏査 除草
平面測量

（見取り平面）
仮BM測量、縦断測量、横

断測量

写真撮影整理
（全景、起終点状況被災

状況等）

写真撮影整理
（横断写真）（道路災、

河川災）
（業務） （箇所） （m2、式） （箇所） （km、本） （箇所） （断面）

■災　第１号 Ａ箇所 1 1 1
Ｂ箇所 1 1 1
Ｃ箇所 1 1 1

■災　第２号 － 1 1 1
■災　第３号 － 1 1 1
■災　第４号 － 1 1 1
合　　　計 1 6 6 6

総合単価による査定申請
図等作成

実施設計用図面・数量作
成（河川災）

積み上げ積算による査定申請
図等作成（河川災）

Ａ、Ｂ表作成 設計協議

（箇所） （業務） （業務） （箇所） （業務）
■災　第１号 Ａ箇所 1 1

Ｂ箇所 1 1
Ｃ箇所 1 1

■災　第２号 － 1 1
■災　第３号 － 1 1
■災　第４号 － 1 1
合　　　計 6 1 1 6 1

※　道路の左右で延長が重複する場合、直線距離100m以内の間隔で連続する場合は、同一申請箇所とする

打合せ協議 現地踏査 除草
平面測量

（見取り平面）
仮BM測量、縦断測量、横

断測量

写真撮影整理
（全景、起終点状況被災

状況等）

写真撮影整理
（横断写真）

（業務） （箇所） （m2、式） （箇所） （km、本） （箇所） （断面）
■災　第１号 Ａ箇所 1 1 1

Ｂ箇所 1 1 1
Ｃ箇所 1 1 1

■災　第２号 － 1 1 1
■災　第３号 － 1 1 1
■災　第４号 － 1 1 1
合　　　計 1 6 6 6

総合単価による査定申請
図等作成

実施設計用図面・数量作
成（道路災）

積み上げ積算による査定
申請図等作成（道路災害

33 m以下）

積み上げ積算による査定
申請図等作成（道路災害

33 m超）

擁壁比較設計、擁壁詳細
設計

設計協議

（箇所） （箇所） （箇所） （km） （箇所） （業務）
■災　第１号 Ａ箇所 1 1 － 0.040

Ｂ箇所 1 1 1 －
Ｃ箇所 1 1 － 0.034

■災　第２号 － 1 1 － 0.040
■災　第３号 － 1 1 1 －
■災　第４号 － 1 1 1 －
合　　　計 6 6 3 0.114 1

箇所名

設計業務

【河川災害】

箇所名

測量業務

1 必要数量を計上、立木等の伐
採は別途計上

必要数量を計上 必要数量を計上

片岸L=148m
両岸L=43m

（1業務当りの片
岸、両岸延長によ
り、歩掛を決定）

片岸L=148m
両岸L=43m

（1業務当りの片岸、両
岸延長により、歩掛を決

定）

1

必要数量を計上

【道路災害】

箇所名

設計業務

必要数量を計上 1

箇所名

測量業務

1
必要数量を計上、立木等の伐

採は別途計上
必要数量を計上

■災第１号 L=89m

■災第２号 L=40m
■災第４号 L=30m

Ａ箇所 L=40m

Ｃ箇所 L=34m

直線距離100m以上
直線距離100m以上

Ｂ箇所

L=15m

片岸延長 両岸延長
A1 10m －

A1-A2 10m
A2 7m －

A2-A3 3m
A3 10m －
計 27m 13m

Ａ箇所　内訳

■災第３号 L=32m

直線距離100m以上

直線距離100m以上 直線距離100m以上

総合単価で申請する場合計上 積上げで申請する場合計上

災害復旧事業測量・設計業務委託の積算数量の算出にあたっては、下記を参考に適切に算出してください。

申請箇所 積算箇所 （積算に用いる箇所）を混同しないよう注意して、設計書では 積算箇所 毎で設計計上してください。

「積算箇所」：県土木部で設定し測量・設計業務委託積算基準で使用する便宜上の呼称

（災害手帳による）と

片岸

15m

片岸

34m

片岸

40m

片岸

32m

両岸

30m

積算箇所

積算箇所

積算箇所

積算箇所
積算箇所 積算箇所

直線距離100m以上

Ａ箇所 L=40m

Ｃ箇所 L=34m

Ｂ箇所

L=15m

積算箇所

積算箇所

積算箇所

総合単価で申請する場合計上 積上げで申請する場合計上

申請箇所

申請箇所

申請箇所 申請箇所

■災第１号 L=89m

■災第２号 L=40m
■災第４号 L=30m■災第３号 L=32m

積算箇所
積算箇所 積算箇所

申請箇所

申請箇所

申請箇所 申請箇所

A箇所 B箇所 C箇所
片岸 27m 15m 34m 40m 32m － 148m
両岸 13m － － 30m 43m

設計延長
■災 第１号

■災 第２号 ■災 第３号 ■災 第４号 計

■災　第１号 Ａ箇所 0.040km 30m超 33m超
Ｂ箇所 0.015km 30m以下 33m以下
Ｃ箇所 0.034km 30m超 33m超

■災　第２号 0.040km 30m超 33m超
■災　第３号 0.032km 30m超 33m以下
■災　第４号 0.030km 30m以下 33m以下

計 0.191km

設計延長

総合単価
実施設計用図面・数量作成

積上げ箇所延長

※
総合単価を用いて作成した査定設計書
の図面（ 朱入り） を実施設計用に修
正し、あわせて数量計算書の修正を
行う場合は、『実施設計用図面・数量作
成（河川災）』を計上すること。

※
総合単価を用いて作成した査定設計書
の図面（ 朱入り） を実施設計用に修
正し、あわせて数量計算書の修正を
行う場合の単価は、『実施設計用図面・
数量作成（道路災）』を計上すること。



○災害復旧事業　測量・設計業務委託積算基準

新 旧 対 照 表

改定前 改定後

（記載なし）

積み上げ積算による査定申請図等作成　【道路災害】 １ｋｍ　当り

単位

人

人

人

人

km

km

（注）　１．積み上げ積算により査定設計書を作成する場合の査定申請図（平面・縦断・横断・標準断面・展開図・構造図）および数量計算書の作成に適用する。

施　工　内　訳　表

単価　第11－１号表

名 称 ・ 規 格 な ど 数　量 単 価 金 額 備 考

技師Ａ 7.50

技師Ｂ 11.50

技師Ｃ 12.50

技術員 14.00

＊＊計＊＊ 1 　①

＊補正係数＊ -0.05 　②

＊＊単位当り＊＊ 1    ③＝①*(1+②)

（注）　２．道路災害に適用する。

（注）　３．仮設構造物設計、形式比較検討、設計計算等は含まない。

（注）　４．上表によりがたい場合は、別途考慮すること。

積み上げ積算による査定申請図等作成　【道路災害　延長33m以下】 １箇所　当り

単位

人

人

人

人

箇所

箇所

（注）　１．積み上げ積算により査定設計書を作成する場合の査定申請図（平面・縦断・横断・標準断面・展開図・構造図）および数量計算書の作成に適用する。

積み上げ積算による査定申請図等作成　【道路災害　延長33m超】 １ｋｍ　当り

単位

人

人

人

人

km

km

（注）　１．積み上げ積算により査定設計書を作成する場合の査定申請図（平面・縦断・横断・標準断面・展開図・構造図）および数量計算書の作成に適用する。

（注）　４．上表によりがたい場合は、別途考慮すること。

＊補正係数＊ -0.05 　②

＊＊単位当り＊＊ 1    ③＝①*(1+②)

（注）　２．道路災害で工事延長３3ｍ超の箇所に適用する。

（注）　３．仮設構造物設計、形式比較検討、設計計算等は含まない。

技師Ｂ 11.50

技師Ｃ 12.50

技術員 14.00

＊＊計＊＊ 1 　①

施　工　内　訳　表

単価　第11－１号表

名 称 ・ 規 格 な ど 数　量 単 価 金 額 備 考

技師Ａ 0.25

技師Ｂ 0.38

技師Ｃ 0.41

技術員 0.46

＊＊計＊＊ 1 　①

＊補正係数＊ -0.05 　②

＊＊単位当り＊＊ 1    ③＝①*(1+②)

（注）　２．道路災害で工事延長３3ｍ以下の箇所に適用する。

（注）　３．仮設構造物設計、形式比較検討、設計計算等は含まない。

（注）　４．上表によりがたい場合は、別途考慮すること。

施　工　内　訳　表

単価　第11－2号表

名 称 ・ 規 格 な ど 数　量 単 価 金 額 備 考

技師Ａ 7.50



○災害復旧事業　測量・設計業務委託積算基準

新 旧 対 照 表

改定前 改定後

積み上げ積算による査定申請図等作成【道路災害：仮設構造物設計】 １ｋｍ　当り

単位

人

人

km

km

（注）　１．積み上げ積算により査定設計書を作成する場合で、仮設構造物設計が必要な場合に適用する。

施　工　内　訳　表

単価　第11－2号表

名 称 ・ 規 格 な ど 数　量 単 価 金 額 備 考

技師Ｂ 0.50

技師Ｃ 1.50

＊＊計＊＊ 1 　①

＊補正係数＊ -0.05 　②

＊＊単位当り＊＊ 1    ③＝①*(1+②)

（注）　２．道路災害に適用する。

（注）　３．上表によりがたい場合は、別途考慮すること。

積み上げ積算による査定申請図等作成【道路災害：仮設構造物設計】 １ｋｍ　当り

単位

人

人

km

km

（注）　１．積み上げ積算により査定設計書を作成する場合で、仮設構造物設計が必要な場合に適用する。

（注）　２．道路災害に適用する。

（注）　３．上表によりがたい場合は、別途考慮すること。

＊＊計＊＊ 1 69,500 　①

＊補正係数＊ -0.05 　②

＊＊単位当り＊＊ 1 66,025    ③＝①*(1+②)

施　工　内　訳　表

単価　第11－3号表

名 称 ・ 規 格 な ど 数　量 単 価 金 額 備 考

技師Ｂ 0.50 40,600 20,300

技師Ｃ 1.50 32,800 49,200


